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品質が劣るオプティクスを避ける

オプティクスの精査

たオプティクスが壊れない
ことを保証する

様々な照射条件下で、販売し高LIDTのオプティクス
を開発

レーザーオプティクスの
代理店や販売店の課題

レーザーオプティクス
メーカーの課題

3

レーザー応用製品メーカー
の課題

オプティクスの機能に関する

不良オプティクス選別



オプティクス寿命推定 :

高出力宇宙用オプティクスの
寿命認証手順の研究開発。
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(ns: 1064 nm, 532 nm, 355nm, fs: 1030 nm, 532 nm, 343 nm)
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190 fs - 12 ps (2)
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LIDTはテストの詳細には触れず、一つの数字として報告
されることがあります。それにより、数値を操作する可
能性を生んでしまいます。選択した検査条件や損傷基準
によって、報告されたLIDTの意味が異なる可能性がある
ため、検査方法を選択する際に注意する必要がありま
す。
今回受賞した研究では、 リダリス のチームメンバーが1台
のHRミラーで4つのLIDTテスト条件を比較しました。
その結果、測定されたLIDT値には大きなばらつきがある
ことがわかりました。それは、それぞれのテスト条件が
異なる損傷故障モード（メカニズム）に対して影響を与
えることを意味しています。
お客様の混乱を避けるため、 リダリス チームは適切な
LIDTテスト条件を選択するガイドラインを作成しまし
た。

プロトコル 詳細 一般的なリスク

・ 高速スクリーニング（クイックフィードバック）
 ・ 物質のLIDTの調査
 ・ 高密度な欠陥に重きをおいたLIDTをテスト
・ 前面、背面、バルクが同時に破損した場合の光学素子の
テスト
・ オプティクスの製造工程を最適化する

・ 疲労によるレーザーダメージの特性を明らかにする
・ さまざまなレーザーダメージの故障モードを調査する
・ オプテｲクスの寿命を見積もる
・ お客様のデータを過去の公表データと比較する

・ 真のLIDTの概算を測定するためのもの
・ テストエリアが限られたサンプルのテストに使用
・ コンディショニング効果(1on1テストと併用)

・ 低密度（希少）な欠陥があるサンプルをテストする
・ 照射量に応じたダメージ密度を測定する
・ コンディショニング、アニール、レーザークリーニング
の効果を検討

・ 不適合光学部品の事前除去
・ 耐久テスト
・ 光学素子の寿命予測の検証
・ 定期検査

・ 損傷密度の低いサンプルでは、LIDTを過大評価する
・ 疲労（インキュベーション）効果は考慮しない
・ CWでは隣接するテストサイトのアニーリング効果が起こ
り得る

・ 欠陥密度の低いサンプルでは、LIDTを過大評価する
・ 低周波数照射でテストする場合、時間がかかる
・ 高周波数照射でテストした場合、隣接するテスト箇所が
アニーリング効果を受ける

・ 損傷密度の低いサンプルには不向き
・ レーザーコンディショニングが可能
・ 疲労（インキュベーション）効果は考慮しない
・ 時間がかかる

・ 疲労（インキュベーション）効果は考慮しない
・ レーザーコンディショニングが可能
・ 時間がかかる
・ LIDTは、表面アブレーションによる汚染や取り扱いの
   悪さによって不正確となる。

・ 検査結果に誤りがある可能性がある
 • 低い損傷密度（ラスタースキャンを使用する）
 • 遅延疲労効果（可能であれば照射線量を延長）
・ LIDTに関する情報はない



重要な用途に使用する前に、購入したオプティクスの
品質を確認する。

このテストは、以下の場合にお使いください：

このテストは、以下の場合にお使いください：



ラスタースキャン技術は、S-on-1テストでは見逃してしまうような、非常にまれな欠陥の検出に役立ちます 。
原理：サブアパーチャーマルチパルスラスタースキャンにより、サンプルが耐えうるフルエンスを調べます。
サンプル上の指定エリアは、レーザービームの直径に併せたサイトに分割されます。各サイトは、対象となる
フルエンス値において選択された数のパルスで照射されます

注意：
材料との連続的なレーザー相互作用は、コンディ
ショニング効果を引き起こす可能性があります。
したがって、R-on-1のLIDTはS-on-1の結果と比較
すると、過大評価される可能性があります。

このテストは、以下の場合にお使いください：
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日本正規代理店：
ＣＢＣオプテックス株式会社
www.cbcopt.co.jp
info@cbcopt.co.jp


